
付録１

• フーリエ級数

• フーリエ変換

• 3次元空間の2次元への投影

• ファイルヘッダ



フーリエ級数













例）周期４の関数の場合



複素フーリエ級数











例）周期2の関数の場合



2次元フーリエ級数



1次元フーリエ変換











フーリエ変換の性質





2次元フーリエ変換



離散フーリエ変換







離散フーリエ変換

直流成分を中心に来るようして表示した光学的フーリエ変換



周波数とピーク

パワースペクトルは，画像中にどのような周波数が含まれるかによって
対応する周波数の強度が強くなる．



高速フーリエ変換









離散コサイン変換











3次元空間の２次元への投影
-平行投影-

• 世界座標(X,Y,Z)を画像座標(x,y)に平行投影．画像を世界
座標 X- Y平面上にあるとし、世界座標のX,Yが画像座標(x, 
y)と一致しているとする．

• 平行投影は３次元から２次元への線形変換

• ３次元空間での直線間の平行性は画像でも平行性は保た
れる．
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3次元空間の２次元への投影
-射影幾何-

• ２次元射影幾何
– 座標(u ,v ,w )に対して（ただし u=v =w =0 を除く）線形
変換を許し，その比u :v :w が等しいものを同一視する

幾何学

– 特にw≠0 ならば，座標値として、
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3次元空間の２次元への投影
-透視投影1-

f=1とするとき，世界座標(X,Y,Z)を画像座標(x,y)に移

す写像は,

このときu=X, v=Y, w=Z とすれば射影幾何であること

がわかる
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3次元空間の２次元への投影
-透視投影2-

• Zが定数の場合

– ３次元から２次元への線形写像なので直線は直線に移され
る

• Zが一定でない場合

– 直線のパラメータとしてZが採用でき，３次元の座標は
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3次元空間の２次元への投影
-透視投影3-
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これは２次元での直線を表現
Z → ∞ で t → 0なので，３次元空間中で平行な直線は２次元画像中では平行

ではない．
この端点は，絵画の遠近法では消失点と呼ばれている．
透視投影において対象となる被写体までの距離 Zが，その存在する範囲 δZよ
り十分大きければ，平行投影として取り扱うことが可能

このとき透視投影すると、 ここで、1/Z=tを新たにパラメータとしてとる
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